
地区名　：大芋地区

日時　　：平成26年5月28日（水） 森本富夫 挨拶・総括　　　　：

　　　　　　19：30～21：10 植村満 司会進行　　　　　：

場所　　：大芋公民館 下記参照 報告　　　　　　　：

参加人数：　34人(男29人・女5人) 下記参照 受付・記録　　　　：

前田えり子

会場（マイク）　　：

【主な質疑】

・最終的な手段として行政代執行ができるということです。ただし

　、これまでに事例はありません。

・空き家の対応については、まず担当部署に詳細をお伝えください。

・市の債権総額は約９．６億円です。

担当班：　　　3班　　班代表者：  森本富夫  

【出席議員】

森本富夫

議会報告会　会場報告書

概要

森本富夫

隅田雅春 隅田雅春

植村満 植村満

（１）開会あいさつ：

（２）議会報告　　：

（３）質疑応答　　：

前田えり子 前田えり子

渡辺拓道 渡辺拓道

足立義則 足立　義則

（４）意見・提言等：

（５）閉会あいさつ：

質疑・意見 回答

・市内のいじめの件数は把握できているか。 ・年間約２０件の認知件数と確認しています。

・「篠山市空き家等の適正管理及び有効活用に関する条例」に関し

　て、空家を市が片付けると説明されたがどういうことか。また

　具体例はあったか。

・地区内に対応して欲しい空家があるが、「篠山市空き家等の適正管

　理及び有効活用に関する条例」で対応願えるか。

・「篠山市債権管理条例」が成立したが、対象となる債権の額はいく

　らか。



・原発事故の避難地域に篠山が選ばれたようですが、事故があった

　ら線量の高くなる篠山での受け入れは大丈夫なのですか。

・原発エネルギーを今後どうしていくのか。議会の考えはあるのか。

・都市計画マスタープランの計画が進んでいますが、谷部などで遊

　休地が原野に変わっていく状況等への対策は盛り込まれないので

　すか。

・大芋地区の活性化に対する具体的な取り組みを説明して欲しい。

・市長が最近よく口にしている「世界の皆さんこんにちは」の意味

　は何か。

・３月補正予算はマイナスばかりだがもっとしっかり予算を使って

　欲しい。

・新聞報道で見たが、城東グラウンドの整備は今後どうなるのか。

・各議員でそれぞれ考えはあるが、議会で統一した考えは固まって

　いません。

質疑・意見 回答

・土地利用計画等は６月議会で審査します。

・大芋地区は、定住促進地区に指定されており、定住のための各種

　補助金の制度があります。また今年度から地域おこし協力隊の活

　動が始まっています。

・世界に篠山をアピールすることで、創造都市ネットワーク加盟の

　促進と外国人観光客誘致を進めたいとの意味です。

・課題に最後まで取り組む力が弱い事が一つの要因であると確認し

　ています。

・事業が完了して執行額が確定したことによる減額です。

・３月議会で２６年度予算として設計管理費を認めています。新聞

　報道に「白紙撤回」とでましたが、市が完全に事業をやめたとは

　認識していません。

・本市の小学生が他の自治体と比べて学力が低い原因を把握できて

　いるのか。

・原発事故避難についての協議はこれから行っていきます。



 

・定住促進のためにどんな制度があるのか。

・大芋小学校でも統廃合が問題になっていますが、統合して小学校

　が無くなると地域はどうなるか。先行地域の例を教えてほしい。

・数社の企業が進出された例があります。市は食品関係企業の誘致

　に取り組んでいますが、具体的実績はありません。

・定住促進地区での施策として、住宅リフォームの補助や保育料の

　減額、通学費の補助などがあります。

・畑地区はみたけ会館を中心にして活動されています。後川地区では旧

  小学校舎を活用して、西宮の幼稚園と交流が進み、雲部地区では旧小

  学校舎を活用して、ＮＰＯによって、食堂を運営するなど精力的に取

  り組まれています。

・企業誘致に取り組んでいるというが、誘致はどの程度進んだのか。

質疑・意見 回答


